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研究成果の概要（和文）：本研究では，世評，感情，倫理という要素に着目し、学校非公式サイトに書き込まれた有害
表現を効率よく検出する技術を提案した．これらの要素に基づいて有害極性値を計算・判定するモジュールを設計・開
発した．インターネットから収集した有害書き込みを用いて評価データを作成し、開発した技術の性能を検証した．
検証の結果，世評と倫理情報は有害表現検出に有効であること，感情情報は有害表現とは相関がないこと，総合的には
ネットパトロール活動の過負荷を軽減できること，をそれぞれ明らかにした．

研究成果の概要（英文）：This research focuses on factors such as reputation, emotion, and ethics to 
realize a new method to detect cyber-bullying entries in unofficial school internet board.
On the basis of each factor, we designed modules to calculate harmful polarity. We conducted experiments 
for evaluation of our implemented modules with a test dataset based on harmful entries gathered from the 
internet. The results said that reputation and ethics are effective to calculate harmful polarity value 
although emotion has no correlation with harmful polarity.
On the whole, our method performs enough to reduce the load of net-patrol.

研究分野： 知識工学
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１．研究開始当初の背景	 

	 「ネット上のいじめ」が新しい「いじめ」

の形態として問題視され，青少年に対する影

響が懸念されている．「ネット上のいじめ」

とは，携帯電話やパソコンを通じてインター

ネット上のいわゆる学校非公式サイトの掲

示板などに特定個人に対する悪口や誹謗・中

傷を書込むなどして，有害情報によるいじめ

を行うものである[1]．	 

	 このような「ネット上のいじめ」では，短

期間で深刻化するケースも多い上に，当事者

は容易に被害者にも加害者にもなり得る．そ

のため，深刻化を見過ごすと事件にまで発展

する危険性があり，早期発見早期対応に向け

た取組みが急務である．「ネット上のいじめ」

問題は，海外でも“Cyber-bullying”として

注目されつつあり，研究開始以降，世界規模

で研究が進展すると予想された（現在では世

界各国で多くの研究が進められている）．	 

	 これらの有害情報は，青少年保護という観

点に基づいてネットパトロール活動にて対

応されている．ネットパトロールとは掲示板

を巡回，監視する行動であり，侮辱や誹謗中

傷など有害な書込みを発見した場合に該当

掲示板の管理人あるいはプロバイダに削除

を依頼するプロセスを踏む．	 	 

	 しかしながら，これらの活動は多くの場合，

教育委員会や学校教職員，PTA，外部委託の

教育アドバイザーなどがボランティアベー

スで行っている．ネットパトロール作業は，

書込み内容を記録した後，改めて詳細な内容

チェックを行うなど，大部分を手作業で行っ

ている現状があり，その負荷が担当者の健康

や生活に与える影響も看過できない．一部で

は，ネットパトロールサービスをビジネスと

する企業へ委託するケースも見られるが，作

業を人手に頼っている現状は同様であり，作

業者への負担の問題は変わらない．よって，

ネットパトロール活動を支援する仕組みの

実現は急務である．	 

	 

２．研究の目的	 

	 「ネット上のいじめ」問題は，ネット上の

データを扱うという性格上，当然ながら情報

工学的アプローチによる有害表現検出技術

が鍵となる．既にいくつかの基礎研究もみら

れるが，文字列や単語といった表層的な要素

を扱っている状態であり，世評や感情，倫理

などの要素を考慮した上で有害表現を扱っ

た例は見られない．したがって，本研究で試

みようとする「ネット上のいじめ」への取り

組みは先駆的である．	 

	 本研究では，ネットパトロール活動による
監視担当者にかかる負荷を軽減することを
目的として,学校非公式サイトに書き込まれ
た有害表現を効率よく検出する技術の開発

に取り組んだ.	 
	 
３．研究の方法	 
	 本研究では，図１に示すように，４つのモ
ジュール（統合判定，世評に基づく有害極性
判定，感情に基づく有害極性判定，倫理に基
づく有害極性判定）を開発し，それら統合し
て一つのシステムとすること，調査および評
価のために有害表現検出テストコレクショ
ンを構築することを目指す．	 	 
	 具体的には，以下に述べるような方法によ
って研究を進めた．	 
	 まず，インターネット上の学校非公式サイ
トや掲示板，ブログを対象として，それらに
書き込まれる書き込みデータを収集する．さ
らに，収集したデータ群に含まれる有害表現
の割合や傾向，特徴などを調査・分析し，有
害表現と世評，感情，倫理（常識）判断との
関連について知見を得た．	 
	 次に，上記で得られた知見に基づき，有害
表現検出メソッドを設計する．本研究では，
世評に基づく判断，感情に基づく判断，倫理
に基づく判断を独立として捉え，それぞれ異
なる検出メソッドの設計を試みた．このとき，
同時にメソッドを構成するため，あるいはメ
ソッドの訓練データとして利用するために
必要な基本データも，調査対象データから得
ておく．また，可能であればメソッドを評価
する際に用いる評価データも得ておく．	 
	 上述した設計に基づき，各メソッドを構築
する．さらに，構築したメソッドを評価デー
タに適用し，メソッドの有効性を検証する．	 
評価結果を吟味しその有効性と課題につい
て考察する．	 
	 
４．研究成果	 
(1)	 インターネット上の有害表現の調査	 
	 インターネット上に存在する学校非公式
サイトや掲示板上に記述される書き込みを
収集し,有害表現について調査を実施した．
しかし．当初予定した通りの十分な規模のデ
ータを収集できなかった．その理由は以下の
２点で説明できる．	 
第一に，有害書き込みの数が一般的な書き込
みに対して圧倒的に少ないという点である．
実際に，学校非公式サイトと呼ばれる書き込
みの中に有害書込みが含まれる割合を調べ
たところ，平均で約 12%という結果が得られ
たこともこのことを示唆している．	 
第二に，書き込み先が学校非公式サイトやイ
ンターネット掲示板といったオープな空間
から SNS やプロフサイトといったクローズド
な空間へ移行したことである．	 
	 上記で収集したデータを対象として，有害
性と関連の強い語句や有害性を判定するた
めの要素などの知見を見出した.その結果，
時間の推移とともに変化する有害表現と，時
間の推移に関わらず頻出する有害表現が存
在することがわかった.この知見に基づけば，
時間の推移に関わらず頻出する有害表現を



基本知識とした有害性判定を考えることで，
時間の推移による表現の変化にも強い処理
の実現可能性が考えられる．	 
	 
(2)	 世評に基づく有害極性判定	 
	 インターネット上の学校非公式サイトや
ブログに書き込まれたテキスト情報の統計
的な性質を利用することで，インターネット
上の世評を表す語句や表現を検出する有害
極性判定メソットを設計・構築した．	 
	 構築しようとするメソッドの有害極性判
定エンジンは，評判情報抽出において用いら
れている PMI-IR	 (SO-IR)	 法を応用する．	 
	 エンジンは，対象とする有害表現を，誹謗
中傷語・暴力誘発語・卑猥語という３つのカ
テゴリ（文部科学省の定義による[1]）に区
別し，それぞれに関連する有害極性と有害極
性値を計算する．	 	 
	 (1)で構築した評価データを用いて，本メ
ソッドの有効性を検証した．その結果，F 値
0.67 の性能が得られ，従来手法[]の性能（F
値 0.46）を上回った．さらに，初期知識の規
模が性能に影響を与えるかどうかを知るた
めに，複数の初期知識を用いた実験を行った．
その結果，初期知識の規模が大きくなれば検
出性能に寄与する傾向はあるものの，初期知
識の選択の方が性能に大きく影響すること
がわかった．	 
	 評価データは現実に即した状況を再現す
るために，有害書込み混合率 12%のデータを
作成して用いた．松葉ら	 [2]	 が用いたデー
タ 2,998 件（混合率 50%）から有害書込み 60
件，非有害書込み	 440 件を無作為に取り出し，
混合率 12%の評価データ 500 件を作成した．
この試行を 5 回繰り返し，同様の評価データ
を 5 組（計 2,500 件）作成した．なお，評価
データ中の書込みには方言やスラング，誤送
信による不完全な文章が含まれ，これらは形
態素解析誤りを引き起こし，適切な評価が行
えない．この問題を回避するために，評価デ
ータ 2,998 件中 1,430 件に対し，人手による
正規化を行った．	 	 

	 実験の結果を図 1 のグラフに示す．x 軸は
判定しきい値，y 軸は検出性能を示す．5 組
の評価データに対する検出性能でみると，精
度は 0.09〜0.48，再現率は 0.13〜1.00 であ
った．この結果は先行研究[2]（精度 0.09〜
0.16，再現率 0.08〜1.00）と比較しても優位
な結果であるといえる．	 	 
	 
(3)	 感情に基づく有害表現検出判定	 
	 まず，松葉らによる混合率 50%の評価デー
タ	 (2,998 件)を対象として，有害表現と感情
極性の関連を調査した．その結果，負の感情
極性を持つ有害書き込みは全体のわずか 2%
であることがわかった．	 
	 次に，感情文は全て有害表現である	 
（emotive=harmful）という仮定に立ち，感
情極性によって有害表現判定をするメソッ
ドを構築してその性能を評価した．評価結果
を図 2 のグラフに示す．評価結果からは，精
度，再現率とも 0.5（F 値も 0.5），感情極性
と性能の相関は 0 が得られ，有害表現と非有
害表現の中にはほぼ同数の感情極性語が含
まれていることが明らかとなった．このこと
は，感情情報と有害極性との間にはほとんど
相関が無いことを意味しており，感情情報処
理を用いた有害表現検出は不可能であると
結論できる．	 
	 以上の結果を受け，感情に基づく有害極性
判定メソッドの構築は見送ることにした．	 
	 

(4)	 倫理・常識に基づく有害極性判定	 
	 GENTA プロジェクトの常識解析エンジン
[3]を応用して有害表現と倫理判断による有
害表現検出メソッドを構築した．基本知識と
して，先行研究で提案された 2 種類の感情語
辞書のエントリ，Kohlberg[4]による社会的
通念（叱れる⇔褒められる，罰される⇔受賞
する）関連表現，JApprisal 評価表現	 [5]を
用いて複数のモジュールを構築した．	 
	 これらのモジュールの有効性を検証する
ために，松葉ら[2]による混合率 50%の評価デ
ータ	 (2,998 件)を用いて評価実験を行った．	 
	 実験の結果，最も良い結果（全ての組み合
わせ）でも F 値 0.24 という結果であった．	 評

 
図  1 世評に基づく有害表現検出の性能  

 
図  2 感情に基づく有害表現検出の性能  



価データ中に現れる表現の感情極性を確認
したところ，感情極性が負でかつ有害な書き
込みは全体のわずか 2%しか存在しないこと
がわかった．	 	 
	 そこで，固有名詞や特定の頻出有害語や伏
せ字に用いられる記号，特定の有害語に重み
を持たせるヒューリスティクスを適用して
処理の精緻化を試みた．これらの評価結果を
表 1 に示す．結果として，ヒューリスティク
スは大きな効果をもたらした．全てのヒュー
リスティクスを組み合わせた場合に最も高
い性能が得られ，ヒューリスティクスを適用
しない場合に比べ F 値では約 8 ポイント（精
度では約 5 ポイント，再現率では約 10 ポイ
ント）性能が向上している．	 
	 このことから，倫理（常識）判断に基づく
有害表現検出は有効であるが，高い性能を確
保するためには詳細なヒューリスティクス
や詳細な判定知識の設定が必要であること
がわかる．	 

	 これらのヒューリスティクスを全て適用
した場合，倫理判断に基づく有害極性判定の
性能はF値で約0.59（精度0.63，再現率0.55）
という最高値を示した．この結果から，倫理
判断処理は有害表現抽出に対して一定の効
果があることがわかった．ただし，結果のエ
ラー分析からは，より高い判定性能を得るた
めには，文脈処理や固有名詞の曖昧性解消な
ど当初予想されたものより難易度の高い処
理が必要であり，精緻化のためには研究計画
年度を越えた継続的な取り組みが必要であ
ることもわかった.	 
	 
(5)	 以上より，本研究における目標のうち，
世評に基づく有害極性判定モジュール開発
はほぼ予定どおり成功した．倫理・常識に基
づく有害極性判定モジュール開発について
は，目標とする性能には至らなかったが有効
な性能を得ることには成功した．	 
	 感情に基づく有害極性判定モジュール開
発については，当初有効と考えていた感情情
報と有害極性には関連性が無いという新た
な知見を得ることとなった．	 
	 総合判定については，上記二つの単純な結
合では性能向上が得られないことがわかっ
たため，引き続き相補的な結合による判定手
法を検討する必要がある．	 
	 本研究で設計・開発した各有害極性判定モ
ジュールを評価するために，インターネット
から収集した評価データには，書き込み内容，
有害・非有害の有無，キーワードなどが付与

されており，テストコレクションデータとし
て利用することができる仕様となっている．
現在，処理結果を自動評価するプログラム
（スコアラー）を設計・開発中であり，完成
後はテストコレクションの一部とする予定
である．本データの内容は，個人情報保護の
観点から当面は非公開とするが，データセッ
トの仕様やスコアラーについては順次公開
する予定である．	 
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